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二
○
○
二
年
一
○
月
の
バ
リ
島
爆
弾
テ

ロ
事
件
、
二
○
○
四
年
一
二
月
の
ス
マ
ト

ラ
沖
大
地
震
と
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
関
し

て
「
不
安
定
さ
」
を
印
象
付
け
る
ニ
ュ
ー

ス
は
、
依
然
と
し
て
多
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
二
○
○
四
年
一
○
月
に
ユ
ド
ヨ
ノ
新

政
権
が
誕
生
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
「
混

乱
」
か
ら
「
再
生
」
の
時
代
へ
と
移
ろ
う

と
し
て
い
る
。
本
書
は
、
一
九
九
七
年
の

ア
ジ
ア
通
貨
危
機
、
さ
ら
に
は
一
九
九
八

年
の
ス
ハ
ル
ト
政
権
崩
壊
以
来
、
約
七
年

間
に
わ
た
る
「
混
乱
」
の
時
代
を
振
り
返

り
、
そ
の
間
に
進
め
ら
れ
た
諸
改
革
の
有

効
性
を
論
じ
る
こ
と
で
、
ユ
ド
ヨ
ノ
新
政

権
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
を

新
刊
紹
介

狙
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的

に
は
、
輸
送
イ
ン
フ
ラ
、
人
材
育
成
、
知

的
財
産
、
労
働
法
、
地
方
分
権
化
、
累
積

債
務
と
電
力
危
機
の
解
消
プ
ロ
セ
ス
、
日

本
や
東
ア
ジ
ア
と
の
経
済
関
係
、
マ
ク
ロ

経
済
、
大
統
領
選
な
ど
タ
イ
ム
リ
ー
な
話

題
を
満
載
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
研
究
者
は

も
と
よ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
援
助
な
ど
で
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
に
関
わ
る
方
々
な
ど
幅
広
い

読
者
層
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
。
特
に
、

貿
易
・
投
資
・
援
助
な
ど
の
面
で
、
日
本

と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
互
い
に
緊
密
な
関
係

に
あ
る
こ
と
な
ど
を
示
す
こ
と
で
、
初
学

者
に
も
わ
か
り
や
す
く
配
慮
し
て
い
る
。

ア
ジ
ア
通
貨
危
機
は
、
イ
ン
フ
レ
、
雇

用
不
安
な
ど
に
よ
り
国
民
生
活
を
圧
迫
し

た
ほ
か
、
企
業
の
不
良
債
権
問
題
を
通
じ

て
、
銀
行
部
門
を
蝕
ん
だ
。
閉
鎖
さ
れ
た

銀
行
の
預
金
保
証
、
存
続
し
た
銀
行
に
注

入
さ
れ
た
公
的
資
本
、
さ
ら
に
は
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
銀
行
に
よ
る
流
動
性
支
援
の
銀
行

か
ら
の
未
返
済
分
の
支
出
の
た
め
、
国
債

が
発
行
さ
れ
た
。
ま
た
、
経
済
危
機
下
で

行
わ
れ
た
Ｉ
Ｍ
Ｆ
、
世
界
銀
行
や
各
国
の

緊
急
支
援
へ
の
返
済
額
も
、
政
府
の
財
政

に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
っ
た
。
他
方
、

Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
支
援
を
受
け
た
こ
と
で
、
財
政

支
出
は
抑
制
さ
れ
、
通
貨
危
機
前
か
ら
実

施
さ
れ
た
道
路
や
電
力
の
イ
ン
フ
ラ
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
停
止
・
遅
延
を
余
儀
な

く
さ
せ
ら
れ
た
。
な
か
で
も
、
電
力
の
場

合
、
民
間
発
電
事
業
者
と
結
ん
だ
契
約
で
、

為
替
変
動
リ
ス
ク
を
国
営
電
力
公
社
（
Ｐ

Ｌ
Ｎ
）
が
負
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
工
事
再
開
の
見
通
し
が
立
た
な
い

危
機
的
状
況
を
迎
え
る
ま
で
に
な
っ
た
。

ス
ハ
ル
ト
政
権
崩
壊
直
後
に
進
め
ら
れ

た
「
民
主
化
」
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
民

に
計
り
知
れ
な
い
自
由
の
恩
恵
を
も
た
ら

し
た
。
だ
が
、
恩
恵
を
受
け
た
人
々
か
ら

は
、「
パ
ン
ド
ラ
の
箱
」
が
開
け
ら
れ
た

か
の
如
く
、
自
由
に
権
利
を
主
張
す
る
者

も
現
れ
、
こ
れ
に
よ
り
労
働
運
動
が
激
化
、

労
組
側
は
賃
上
げ
要
求
を
す
る
の
み
な
ら

ず
、
労
働
関
係
法
の
成
立
過
程
に
も
、
組

合
の
利
益
を
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
方
、
二
○
○
一
年
一
月
に
実
施
さ
れ
た

地
方
分
権
化
に
よ
り
、
地
方
政
府
で
は
財

政
資
金
を
「
取
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
取
る
」

と
の
傾
向
が
強
ま
り
、
過
剰
な
ま
で
の
地

方
税
な
ど
の
負
担
が
企
業
に
の
し
か
か
っ

た
。治

安
の
悪
化
、
イ
ン
フ
ラ
の
未
整
備
、

電
力
問
題
の
深
刻
化
、
労
働
運
動
の
激
化
、

地
方
分
権
化
に
伴
う
税
負
担
の
増
大
な
ど

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
投
資
環
境
は
悪
化
し
、

少
な
か
ら
ぬ
企
業
が
撤
退
し
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
は
電
気
機
器
や
機
械
な
ど
の
東
ア
ジ

ア
の
域
内
取
引
や
Ｆ
Ｔ
Ａ
で
後
塵
を
拝
し
、

失
業
率
も
上
昇
し
た
。
メ
ガ
ワ
テ
ィ
政
権

下
で
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
指
導
下
で
進
め
ら
れ
た

改
革
が
功
を
奏
し
、
マ
ク
ロ
経
済
指
標
は

改
善
し
、
政
府
の
債
務
返
済
繰
り
延
べ
も

順
調
に
進
み
、「
電
力
危
機
」
も
取
り
敢

え
ず
は
回
避
さ
れ
た
。
し
か
し
、
投
資
環

境
の
改
善
に
向
け
て
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
ジ

ャ
パ
ン
・
ク
ラ
ブ
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
商
工

会
議
所
な
ど
に
よ
り
政
策
対
話
が
実
施
さ

れ
た
も
の
の
、
メ
ガ
ワ
テ
ィ
政
権
が
有
効

策
を
実
施
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
。
失
業
率
も
改
善
し
な
い
ま
ま
、
国
民

の
間
で
は
ス
ハ
ル
ト
時
代
を
懐
古
す
る
声

さ
え
高
ま
っ
た
。
改
革
を
期
待
す
る
声
に

応
え
る
べ
く
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
史
上

初
の
国
民
の
直
接
投
票
に
よ
り
就
任
し
た

の
が
ユ
ド
ヨ
ノ
大
統
領
で
あ
る
。

ユ
ド
ヨ
ノ
大
統
領
は
、
二
○
○
五
年
一

月
に
は
イ
ン
フ
ラ
・
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
、

こ
れ
を
機
に
少
な
か
ら
ぬ
民
間
企
業
が
イ

ン
フ
ラ
開
発
に
参
入
を
表
明
し
て
い
る
。

他
方
、
中
国
経
済
の
急
速
な
発
展
に
よ
り

世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
給
関
係
が
変
化

す
る
な
か
、
天
然
ガ
ス
の
輸
出
な
ど
で
も
、

明
る
い
兆
し
が
見
え
て
い
る
。
知
的
財
産

な
ど
法
制
度
改
革
や
人
材
育
成
の
た
め
の

施
策
を
巡
っ
て
は
依
然
と
し
て
改
善
は
求

め
ら
れ
る
も
の
の
、
本
書
の
範
囲
外
で
は

あ
る
が
、
ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
は
昨
今
汚
職
問

題
の
解
決
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
そ

の
前
途
に
は
明
る
い
兆
し
が
見
ら
れ
つ
つ

あ
る
。  

一
九
九
○
年
代
前
半
以
降
、
日
本
を
は

じ
め
と
す
る
諸
外
国
の
投
資
の
多
く
は
、

中
国
に
向
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
二
○

○
二
年
の
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
流
行
、
二
○
○
五
年

の
中
国
で
の
反
日
暴
動
、
さ
ら
に
は
先
進

諸
国
が
声
高
に
要
求
し
続
け
る
「
人
民
元

切
り
上
げ
圧
力
」
な
ど
に
よ
り
、
進
出
先

と
し
て
の
中
国
一
極
集
中
の
リ
ス
ク
が
き

わ
め
て
高
い
こ
と
を
再
認
識
し
た
企
業
は

少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
今
日
、
代
替
的

な
投
資
先
と
し
て
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ

ン
ド
へ
の
関
心
が
高
い
よ
う
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
な
か
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
再

び
浮
上
す
る
日
も
遠
く
は
な
い
よ
う
に
思

え
る
。

（
い 

し
だ　

ま
さ
み
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
）

石
田
正
美
編
『
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
再
生
へ
の

挑
戦
』
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
、
二
○
○
五

年

石
田
正
美


